
人・まち・住まい研究所

なかなか良い意見が 
出ないとき。 

やってみるといいかもです♪ 
（道具もいらないし…）



人・まち・住まい研究所

地域づくりワークショップの役割

■ちゃんと聞いて 
■ちゃんと話して 
■相互理解を深める

こういうことができる「場」をつくる 
→それが地域づくりワークショップ



人・まち・住まい研究所



Hitomachi Sumai Labo.

いろいろやってることの一部を



Hitomachi Sumai Labo.

兵庫県のいうところの 
小規模集落



Hitomachi Sumai Labo.

小規模集落とは

集落全体の高齢化率が４０％を超えている 

集落の戸数が５０戸以下

こういう集落を数え上げると、 
兵庫県内に３００弱の 

小規模集落があることが分かった

実は増え続けています



Hitomachi Sumai Labo.

兵庫県では

こうした集落に対して、近い将来やってく
る、集落の消滅の危機に対し、 

・どうやって集落を維持していくのか？ 
・維持しなくてもいいのか？ 
・どうやったら村の元気が出るのか？ 

などについて地域で話し合い、実践するた
めのサポートを始めた（H20年〜）



Hitomachi Sumai Labo.

小規模集落元気作戦との関わり

担当モデル集落 
久斗山 （新温泉町・旧浜坂）H20年度〜22年度 
熊波  （香美町村岡区）  H20年度〜22年度 
実山  （香美町小代区）  H20年度〜22年度 
馬瀬  （養父市八鹿町）  H21年度〜 
筏   （養父市大屋町）  H22年度〜 
丸味  （香美町村岡区）  H23年度〜 

サブ担当 
長須  （香美町村岡区）  H23年度〜



Hitomachi Sumai Labo.

事例１ 
馬瀬地区（養父市八鹿町）



Hitomachi Sumai Labo.

地域課題 
・老朽化した自治会館を建て替えたい 
  →コーディネーターの必要 
・建設計画の会合を通じ、村の将来像・ 
 都市農村交流のあり方を議論しよう

地区概要 
・総戸数６０戸　　・人口160人ぐらい 
・営農組合をもつ集落



Hitomachi Sumai Labo.

と、ここで突然 
東灘区のマンションが登場します



Hitomachi Sumai Labo.

神戸市東灘区 
マンションコミュニティ事業

東灘区は集合住宅が７割を超えている 

都会のマンション暮らしのコミュニティ形
成は？ 

行政が手助けすることか？という議論はあ
る 

将来的な社会問題であることは事実 


